
 日本共産党上越市議会議員団と日

本共産党上越地区委員会は、８月３

日、市役所農林水産部を訪ね、農地

の干ばつ被害に関する緊急の要

請を行いました。（要請の全文

は右の通り） 

 要請には農林水産部参

事(農政課長)が対応し、

｢要請はすぐに市長に伝

え、できるかぎりの手立

てを講じていきたい。市とし

ても本日『農地渇水対策本

部』を立ち上げて、具体的対策に取

り組む予定である｣と語りました。 

 雨不足による渇水が、農地を

襲っています。 

 上越市内では、８月５日現在、

水稲で約12haが枯死状態、約35ha

で葉が巻いている状態など、合わ

せて約106.6haで被害が生じていま

す。また、柿崎区の養鶏場で7371

羽の鶏が暑熱によって死んだほ

か、旧上越で乳用牛も１頭死んで

います。 

 こうした事態を受けて、上越市

では７月19日に担当部署による天

水田等の確認を開始し、８月２日

に｢緊急干ばつ対策会議｣を開催、

８月３日には｢上越市農地渇水対策

本部｣を設置して、対策に取り組ん

でいます。 

 そして、８月６日の第２回農地

渇水対策本部会議では、次の通り

の応急対策内容について確認しま

した。 

１．代替の農業用水確保のため、

消雪用井戸を利用し給水できる

ようにする。(金谷区３カ所、頸

城区花ヶ崎、三和区西部工業団

地、清里区菅原、板倉区針) 

２．かん水用機械等の整備に要す

る経費を支援する。(ポンプやポ

ンプ車の借り上げ、ポンプ･ホー

ス･大型ポリタンクの購入) 

３．新たな用水確保の施設整備に

要する経費を支援する。(用水確

保工事など) 

４．畜舎の暑熱対策に要する経費

を支援する。 

５．水田のかん水に使用したポン

プ燃料費を助成する。（ＪＡえ

ちご上越） 

６．被害のあった農作物等の損害

を補償する。（農業共済制度） 
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